
公益社団法人 東京都臨床検査技師会 平成 29 年度 第 6 回 理事会議事録

日時：平成 29 年 11 月 15 日（水）19 時 00 分～21 時 15 分

場所：都臨技事務所

議長：千葉

書記：三木

出席：千葉、宮崎、杉岡、小山、三橋、松村、中村、浄土、鈴木、山方、米山、宿谷、寺島、星野、相馬、宮下、櫻井、三木、

立花監事、安倍監事、役員選出委員（栗田） 計 21 名

欠席：原田、星、遠藤監事

１．議事録確認

平成 29 年度第 5 回理事会議事録

平成 29 年度第 7 回執行理事会議事録

平成 29 年度第 8 回執行理事会議事録

２．理事行動報告

9 月 22 日 （金） 東支部幹事会 宿谷

9 月 26 日 （火） 南支部幹事会 星野、宮崎、宮下、星

9 月 27 日 （水） 北支部幹事会 相馬、山方

9 月 29 日 （金） データ標準化委員会 櫻井、寺島

10 月 2 日 （月） 表彰選考委員会 中村、星

10 月 4 日 （水） 執行理事会 千葉、原田、宮崎、杉岡、小山、三橋、松村、中村、浄土、鈴木

10 月 12 日 （木） 会計部会 浄土、宮下、三木

10 月 12 日 （木） 地域保健共催部会 三橋、原田

10 月 13 日 （金） 役員選出委員会 星野、三木

10 月 16 日 （月） ＳＴＩ予防委員会 米山、浄土、三橋

10 月 24 日 （火） 西支部幹事会 寺島、櫻井、米山

10 月 25 日 （水） フォーラム委員会 三橋、中村

10 月 26 日 （木） 編集委員会 山方、星

10 月 27 日 （金） 庶務部会 鈴木、櫻井、三木

10 月 30 日 （月） 学術部会 小山、杉岡、星、山方

11 月 1 日 （水） 執行理事会 宮崎、杉岡、小山、三橋、松村、中村、浄土、鈴木

11 月 2 日 （木） 会計部会 浄土、宮下、三木

11 月 2 日 （木） 役員選出委員会 米山、櫻井

11 月 6 日 （月） 表彰選考委員会 中村、星

11 月 8 日 （水） 支部業務委員会 松村、宿谷、寺島、星野、相馬

３．報告事項

1）学術部

（１）学術部会

・来年度支部研修会について

一般、血液、輸血、生理研究班は 4 月末～8 月、現在の支部研修会日程で開催。（各支部 1 回、計 4 回）



病理、微生物研究班は 4 月末～7 月、支部研修会日程で開催。（北西、南東支部各 1 回、計 2 回）

化学、免疫血清、公衆衛生研究班は、候補日：5 月 26 日(土)、6 月 23 日(土)、7 月 28 日(土)、8 月で支部業務連絡会と協議。

来年度支部研修会テキストについて編集委員と協議する。来年度部数は 6500 部予定。

・平成 30 年度事業方針と予算

事業計画、予算は 11 月中に各研究班から提出することとする。

（２）データ標準化委員会

・平成 29 年度都臨技精度管理調査参加申し込み施設数は、D－ダイマー調査参加の医療機関 139 施設、メーカー9 施設、

D－ダイマー無しの医療機関 59 施設、メーカー14 施設の合計 221 施設であった。

・都臨技精度管理調査報告締切日について、平成 29 年 10 月 31（火）23:59 までとした。現在集計中である。

・配送業者は日通に変更予定である。

（３）生涯教育制度実行委員会

報告なし

（４）編集委員会

・平成 29 年 12 月号について

告知・連絡事項について、新春のつどい、H30 年度学会、合同施設連絡責任者会議等の掲載については日程等を次回執行理事

会にて確認し、掲載予定で進めていく。

平成 30 年 6 月以降のシリーズ企画について、ISO 関連の内容で進めていく予定である。

次年度の会誌表紙について、青背景に白字のカラーに内定した。

・投稿論文規程の項目追加について

症例検討についての項目が現在定義されていないため、追加を検討する。

・予算案について

例年と同様に予算案を作成していく。

・編集社の契約について

日本廣業社に次年度の見積もりを 12 月までにとり、理事会に報告する。

2）学会運営部

・第 13 回都医学検査学会運営組織体制、実務委員名簿が提示された。

3）支部

（1）支部業務連絡委員会

・支部学術研修会執行状況いついて、各支部順調である。

・各支部まつり系事業執行状況について

10 月 29 日（日）開催の、江東区民まつり、大田・品川健康まつりは台風のため中止された。

10 月 15 日（日）小平市民まつりは雨天のため、1 時間短縮された。大新宿まつりは通常開催であった。

・検体採取実技講習会開催について

開催日：12 月 16 日（土） 14 時～

場所：日臨技会館

ホームページ掲載、参加者募集を呼び掛ける。メールアドレスを取得し、事前登録を行う。

領収書は統一した書式で作成し、参加者全員に発行する。

・都民参加型公開講座について

開催日：平成 30 年 1 月 27 日（土） 14 時～

場所：池上会館 展示ホール



・施設連絡者会議開催について

開催日：平成 30 年 2 月 4 日（日） 都臨技医学学会開催時、学会会場を利用して行う。

・都臨技オリエンテーション開催について

開催候補日：平成 30 年 4 月 9 日～20 日に開催予定とする。千葉会長の予定と調整を行う。

・平成 30 年度事業計画について

支部学術研修会は 5 月～8 月に開催予定である。

新たな試みとして合同で実施する研究班がある。

開催予定を学術部と調整する。

各支部事業計画を提出出来るように準備する。

4）地域保健共催事業部

（1）地域保健共催部会

・平成 29 年度第 2 回学生対象講演会

日時：平成 29 年 11 月 18 日（土）14 時から

会場：JCHO 東京山手メディカルセンター 4 階講堂

テーマ：これで安心！！臨地実習

講師：総論 1 名、検体検査担当スタッフ 1 名、生理検査担当スタッフ 1 名、新人技師 2 名

講演時間は、総論 50 分、それ以外は 25 分ずつとする。

当日実務委員は受付 4 名程度、会場 1-2 名、司会 1 名

・全国「検査と健康展」について

開催日：平成 29 年 11 月 25 日（土） 12 時から 16 時

会場：東京スカイツリータウン EAST ヤード B3 エントランススペース

内容：血管年齢測定、骨密度測定、乳がん触診モデル体験、健康相談、各種リーフレット・パンフレット配布、

臨床検査技師の紹介等

実務委員：16 名程度を予定（各支部 3～4 名）

・次年度事業計画について

看護フェスタ、学生対象講演会（2 回）、全国「検査と健康展」は継続して開催する。

看護フェスタは来年度 5 月 21 日（土）（日臨技学会開催中）。

（2）STI 予防委員会

・池袋エイズフェス 11 月 23 日（木）、実務委員 10 名で行う

・世界エイズデーに合わせた街頭活動 11 月 26 日（日）、ウェットティッシュを街頭で配布する。

・都民公開講座

日時：12 月 16 日（土）

会場：JCHO 東京山手メディカルセンター

内容：1.性感染症に対する若年層の意識と予防啓発活動～STI 予防教室およびアンケート調査より～

講師：STI 予防委員会委員

2.現代の医師たちが忘れていた梅毒の素顔～見逃さないための診断技法～

講師：新宿さくらクリニック 院長 澤村正之

チラシは都臨技会誌に同梱する。ＪＲ新大久保駅構内にポスター掲示を依頼した。掲示は 11 月 17 日（金）～12 月 16 日

（土）。

（3）フォーラム委員会

・第 20 回都臨技フォーラム 11 月 11 日（土）に東京山手メディカルセンターにて行われた。



参加人数は合計 70 名程と盛況であった。

5）会計部

（1）会費収入状況

9 月 30 日 10 月 31 日

H29 年度実績 H29 年度実績 前年同月実績

正会員会費納入者数 5,787 名 5,804 名 5,550 名

学生会員入会金納入者

賛助会員会費納入社数

59 名

69 社

61 名

70 社

126 名

74 社

（2）Ｈ29 年 9 月 主な事業活動収支状況

◎収入

・正会員会費収入 ￥ 154,000 （22 名）

・研修会等受講費 ￥ 1,194,750

・精度管理参加費 ￥ 875,000 （125 件）

・後援名義使用料 ¥ 30,000 （ＢＭＬ）

・地域保健収入 ￥ 5,000 （STI 予防教室）

・日臨技生涯教育 ¥ 50,000 （一般研究班）

◎支出

・第二四半期締め学術・支部・委員会が殆ど

（3）Ｈ29 年 10 月 主な事業活動収支状況

◎収入

・正会員会費収入 ￥ 119,000 （17 名）

・学生会員会費収入 ￥ 1,000 （2 名）

・賛助会員会費収入 ¥ 30,000 （1 社）

・精度管理参加費 ¥ 406,000 （58 件）

・日臨技生涯教育 ￥ 193,500 （一般、血液、微生物）

◎支出

・臨検啓発委託費 ¥ 162,000 （H&T 管理システム）

・倫理高揚通信運搬費 ¥ 239,968 （精度管理試料発送）

・倫理高揚委託費 ¥ 138,760 （精度管理試料作成）

・機関誌発行委託費 ¥ 407,184 （会誌 9 月号発送）

6）庶務部

会員数【平成 29 年 11 月 2 日現在】

平成 29 年度

会員数 5,893 名

都臨技会費免除会員 50 名

賛助会員 70 社

（1）庶務部会報告

・新春のつどい、2018 年 1 月 19 日（金）にアルカディア市ヶ谷 19:00~20:30 開催予定である。

・代議員会を 11 月 30 日（木）19 時から、都臨技事務所にて開催することとした。



・中間監査日程は 12 月 11 日（月）。

・会員管理システムに障害があり、会員管理システムサーバーHD 交換が必要である。

・入会申込書、退会届の変更について、

入会申込書には、郵便物送付先を自宅か勤務先か選択できる欄が追加された。

（2）選挙管理委員会

・平成 29 年度各賞受賞者一覧

（3）役員選出委員会

・平成 30・31 年度役員候補者推薦の公示について

公示の有効期間は公示日から総会 2 か月前までであるが、総会議案書掲載を勘案すると 3 月初めには次期役員リストを

作成の予定とする。

・役員候補者選出予定

推薦期間は 11 月 30 日（木）迄で、推薦期間に提出された推薦状により役員候補者を選出する予定である。

来年 3 月の理事会には次期役員名簿のリストを提出する予定である。

7）事務局

（1）事務局報告

・9、10 月の事務業務内容の報告がなされた

（2）表彰選考委員会

・今年度の小島三郎記念技術賞、福見秀雄賞の推薦候補者が挙がり、両氏に受諾頂けるか確認し、書類作成の準備について

検討することとした。

・都臨技永年会員について

都臨技永年表彰は 30 名が対象となった。表彰対象会員リストを作成し、表彰状の準備を進めることとした。

例年同様に対象となる 30 名には案内状を送付する。

・都臨技名誉会員、功労者表彰について

今年度の名誉会員、功労者表彰の表彰盾の作成を検討し、会計部へ経費を計上することとした。

（3）平成 29 年度永年会員表彰者リスト

（4）平成 29 年各賞受賞者一覧

（5）平成 29 年度第 2 回 HIV/AIDS 症例懇親話会（東京都福祉保健局）

（6）日臨技（医療安全週間広報、会員施設実態調査）

8）日臨技報告（千葉）

・日臨技支部学会について

平成 31 年度は東京都担当であり、学会長は次期会長とする。

実行委員について、会長が決めて連絡することとする。

・検査と健康展について

平成 30 年度は東京開催である。開催は検査の日（11 月 11 日）。

企画は現在の理事から担当を決める。

会場を早急に探すこととする。

４．審議事項

（1）新入会員、10 月 4 日～11 月 10 日 入会者 32 名について承認された。

（2）研修会共催願い（臨床化学、輸血）について承認された。



（3）会員管理システム修理費用について承認された。

（4）学生会員 入会者 21 名について承認された。

（5）入会申込書、退会届の変更について、承認された。

5．その他

・事前資料の協力願いについて

理事会開催前週の（火）昼の締め切り。

送付先は理事会資料送付専用メールアドレス、表題も「○月理事会資料」とする。

平成 29 年 11 月 15 日（水）

公益社団法人 東京都臨床検査技師会

議 長 千葉 正志

（千葉）

印

監 事

（立花）

印

監 事

（安部）

印


